
広島支部設立３０周年記念行事企画書

企画者がリーダーと別人ならば（□□■■）内に氏名を記入

同好会/地区名 連絡先

リーダー/幹事 携帯

会員数 電子メール

行事名 　ストレッチングボード（健康器具）、又は、写真たて、製作 開催予定 2023年10月末まで

作品としては、①ストレッチングボード、又は、②写真たてのどちらかを選択して、製作する。

ストレッチングボードは、20°25°30°に設定できる傾斜板で、その上に立ちつま先上げの

ストレッチをするものであり、腰痛等にも効果があるもの。

写真たては、はがきサイズのものを入れて楽しむののであり、縦型or横型に回転できる構造。

開催場所

参加者 　ものづくり会員 24名

（予定チーム）

24名

予算

　（調査中）

合計  円

備考

人数、金額の合計（セル）は自動的に入力されます。

材料を一括して調達し、各会員が自分用に製作する。

全工程製作が難しい場合は、一括して部材加工を行い、個々に組立てを行ってもらう。

（参考金額）

２０２２年援助金 15,000円

（紅葉会援助金除く） （活動会員数　　27人）

合計

円　30周年記念援助金
（決定後支部にて記入）

　ものづくり会員全員 参加者

（予定人数）

内容

　梅田工房

作　成  日 2023/4/23

ものづくり リーダー 企画者（□□■■）

梅田正明 090-4149-3248

24名 umeda.masa@do9.enjoy.ne.jp

開催主旨

会員全員参加の行事として、日常有効的に使用できるものを製作する。

□上記援助金を支給します

同好会担当幹事

㊞

２０２３年 月 日

社友会広島支部長 承認

大畠 昌巳 ㊞
〈傾斜角度〉 25°+ 5°= 30° 〈傾斜角度〉 25°- 5°= 20°

「ストレッチングボード」は、脚や腰をはじめ全身の

ストレッチ運動に有効な“傾斜板”です。

毎日の短時間の使用により、硬くなった筋肉を

ゆっくりとほぐし、全身の筋肉を和らげることができ
ます。

特に腰痛に有効で、毎日2～5分、この上に立つこ

とを続けたところ、腰痛が回復したとおっしゃる方

が多くあります。

ぜひお試しください。

傾斜角度：25度が基準であるが

組み合わせ方で 20度、30度で使用できる

〈傾斜角度〉 単独では 25° 5°傾斜台

この２つのユニットが一組

ストレッチングボードについて ①

②
写真たて

はがきやはがきサイズの

写真を数枚入れて楽しむ

縦型、横型に回転できる
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